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研究要旨 
群馬県内のがん相談支援の現状やニーズを把握し、相談支援研修の企画および相談支援

体制の整備に役立て、質の高い相談支援を提供するために、アンケート調査を行った。相談

件数のカウント方法は施設間で異なり、相談支援が難しいさまざまな相談内容に、複数の業

務を抱えながら対応していた。部会の活動内容を把握していない実務者も多く、PDCAサイ

クルのあり方、研修企画内容も含め、実務者による議論の場が必要である。 
 
A． 研究目的 
群馬県内のがん相談支援の現状やニーズについて

把握し、相談支援研修の企画および相談支援体制の

整備に役立て、質の高い相談支援を提供する。 
 
B．研究方法 
本県情報提供・相談支援部会に所属する17病院の

がん相談実務者に、2020年5月にがん相談件数のカウ

ント方法、PDCAサイクル、活動形態、研修受講状況、

相談支援が難しい相談内容等についてアンケートを

配布、回収後その内容を分析した。 
 
（倫理面への配慮） 
なし 
 
C．研究結果 
1）県内全17施設、121名中107名から回答を得た。 
2）相談件数のカウント方法は、施設間でばらつきが

あり、PDCAサイクルの必要性は感じているものの、

具体的な行動につながっていなかった。 
3）担当者の活動形態は、退院支援、調整業務と兼任

で行っている施設が圧倒的に多かった。 
4）担当者のがん相談経験年数の平均は7年、基礎研修

1・2受講者66％、基礎研修3受講者46％、その他11％
で、月平均のがん相談対応件数は0～9件が多かった。 
5）相談支援で難しいと感じる相談内容は40以上あり、

就労、ACP、患者・家族の意思決定、家庭内・経済的

な問題、医師との連携など多岐にわたっており、これ

らをテーマとした研修を希望する声が多かった。 
6）本県の情報提供・相談支援部会の会議に参加して

いない者75名のうち、活動内容を知らない者24名、

部会の存在を知らない者15名が存在した。 

D．考察 
1）相談件数のカウント方法は施設間で異なり、相談

件数の単純な比較は、活動性の評価には不適である。 
カウント方法の統一化を望む声も多かったが、複数

の業務を担っている現状では難しいと思われた。 
2）対応が難しいと感じる相談内容は40以上あり、い

ろいろな問題を抱えながら相談業務を行っているこ

とがわかった。これらをテーマとした研修を希望す

る声も多く、今後の研修企画に活かしていきたい。 
3）がん相談実務者の中に、本県情報提供・相談支援

部会の活動内容が必ずしも伝わっておらず、PDCA
サイクルのあり方も含め、実務者による議論の場が

必要である。 
 
E．結論 
 さまざまな問題を抱えながらがん相談に応じてい

る実態が明らかとなった。研修企画、PDCAサイクル

への実務者の参加が必要である。 
 
F．健康危険情報 
  特になし 
 
G．研究発表 

1．論文発表  なし 

2．学会発表  なし 
 
H.知的財産権の出願・登録状況 （予定を含む） 
 1. 特許取得    なし 

 2. 実用新案登録 なし 

 3.その他       なし 
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資料１. 群馬大学医学部附属病院での相談対応状況および
　　　  群馬県内でのアンケート結果
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